研究発表　『徒然草』における漢籍受容の方法　―『白氏文集』の場合― by 黄 昱































られる。 『徒然草』 『白氏文集』受容も、そ 典拠や中間 資料 特定する が難しいほど、こなれ 引用方法をしている。
そこで、本発表は『徒然草』における『白氏文集』の受容例を指摘したこれらの先行研究の例を改めて検討し、
その受容の方法と表現効果について考えたい。兼好が『千載佳句』 『和漢朗詠集』の秀句撰や 『 氏物語』 『枕 子』などの王朝文学、 「文集百首」など和歌の世界を経由 て『白氏文集』を摂取した具体的な方法とその作意を考察し、『徒然草』はこれらの中間的媒体を通して『白氏文集』を理解している傾向を分析する。
（49） − 174 −
二、先行古典作品を中間媒体としての受容方法
『徒然草』に『白氏文集』を受容したと思われる部分は次の二十一箇所である。第七段、第八段（二箇所） 、第十九段（二箇所） 、第二十九段、第三十段、第三十八段（三箇所） 、第四十一段、
第四十三段、第五十四段（二箇所） 、第百五段、第百三十七段、第百四十二段、第百七十二段、第百七十四段、第百八十八段、第二百三 五段の十六章段。
その内容を見ると、諷喩詩（巻一～巻四）が九首、感傷詩（巻九～巻十二）が一首、律詩（巻 四～巻二十・巻
五十一～巻七 一）が十一首であり、閑適詩（巻五～巻八）の受容は見られない。これらの例の中には、第七段「夕の陽に子孫を愛して」というように、 『白氏文集』の詩句「夕陽愛子孫」を訓読した形で取り入れた場合もあり、 『白氏文集』の中でも広く親しまれる「上陽白髪人」の一句「秋夜長、夜長無寐天不明」を 二十九段「人しづまりて後、長き夜のすさびに」に取り込むように、一見して『白氏文集』の文章が直接の典拠だとは気づかれないほど『文集』の漢詩 を和文化して文章を綴った場合もある。こうした例は 前述する久保田淳氏（一九七〇） 、川口久雄氏（一九七四）が『徒然草』の『白氏文集』の直接的な受容を疑問視するように、そのほとんどが『源氏物語』や『和漢朗詠集』などの先行古典作品に見えるものであ 。つまり、第七段・第二十九段の例は先行する古典作品を経由して『文集』を典拠とする表現を受容した可能性が高い 本章はまず、前述した金文峰氏（二〇〇一）の論文を踏まえ、中間的媒体と関わらせながら、 『徒然草』が受容した『白氏文集』 例を考察したい。その受容 主な中間的媒体は『千載佳句』 『和漢朗詠集』といった秀句撰・ 『源氏物語』 ・ 『文集百首』などの和歌との三つの節に分けて考える。（一） 『千載佳句』 『和漢朗詠集』などの秀句撰の場合
先に示した『白氏文集』の影響が指摘できる二十一箇所のうち、 『千載佳句』に取られた詩句は九箇所、 『和漢朗詠集』
（50）− 173 −












































































⑦、  傍線部の「もののあはれは秋こそまされ」という部分について、 『野
槌』 古注は『白氏文集』 「暮に立つ」を典故として指摘した。この白詩は『千載佳句』 『和漢朗詠集』 『源氏物語』にも採られて、著名な詩句であるが、現代の『徒然草』の諸注にも指摘されるように、秋はものの哀れを感じやすい季節という美意識は、 『古今和歌集』に収められた「いつはとは時はわかねど秋のよぞ物思ふ事のかぎりなりける」（巻四・秋歌上
189 ）に見られ、和歌の世界でも好まれた意趣である。注意されるのは、白詩は「苦」 「腸断」という











































































『徒然草』第二十九段は古い手紙などを整理する時に催した懐旧の思いを述べた章段である。冒頭の文章について、三木紀人氏『徒然草全訳注』 （一九九二）は『千載佳句』 『和漢朗詠集 にも採られてい 『白氏文集』 「上陽白髪人」




































































































































































































人間―、 （中略）下句、 林下ニ坐禅ナトスレハ、 万慮、 一時ニ収リ、 チヽノ乱、 刹那ニ滅ス。故ニ、 禅居コトンナリ。
是、出離覚悟ノ要路也。故ニ、気味深ト云。白居易作。 （書陵部本『朗詠抄』書陵部本系甲本・
440/ 617 ）





















氏文集』と重なる部分について見てきた。 『徒然草』の受容した『白氏文集』の巻数を見ると、巻一から巻六十六まで及び、広い範囲を受容している印象が残るが、前述した久保田淳氏（一九七〇） 、川口久雄氏（一九七四） 、金文峰氏（二〇〇一・二〇〇二）の論文に指摘されたように、その半分以上がこれらの秀句撰によって人口に膾炙している詩句を摂取している 考えられる。その受容態度は、 『白氏文集』 の原典から離陸して、
 朗詠古注の理解に近いもの、


















































まず棄ててし身にて、進み仕 まつら につく所なし。 （ 『源氏物語』若菜下）
『徒然草』第七段は無常を述べた章段である。 『寿命院抄』以降諸注に指摘されてきたように、生に執着する醜い老人の姿を描いた文脈で、同じ趣旨の『白氏文集』 「不致仕」の詩句を引用している。ただし、直線で示したように、



















⑬となっている。本文中に波線で示したように、 『文集』 「不致仕」はほかに、 『源氏物語』の行幸と若菜下
の二巻にも引用され、二箇所とも年老いてもなお官職にしがみついている人の見にくさを諷喩するという白詩の主旨をよく理解する上での引用である。前述する戸谷三都江氏（一九七四）や金文峰氏（二〇〇二） 論文は『徒然草』第七段全体に『文集』 影響を強調するが、夕顔の例を入れて、 『源氏物語』 三回も本詩を引用しており、さらに、 『紫明抄』などの注釈書にも言及されて る。 『源氏物語』 書写したこともある
①兼好の目には止めた可能












































『徒然草』第八段は前節にも述べたが、ここでは、 『源氏物語』に引用された『白氏文集』の関係で別の箇所を取り上げる。この部分について、 『寿命院抄』からの諸注が『白氏文集』 「古塚狐」の影響を指摘しており、 『源氏物語』夕顔と手習の二巻に「古塚狐」の影響が見られることが『紫明抄』など『源氏物語』の古注釈に指摘されている。先述した金文峰氏 論文（二〇〇二）は『徒然草』第八段全体に『白氏文集』 「古塚狐」の影響が見られると強調す が、第八段は「古塚狐」に見られない「匂い」を取り上げている。手習の巻に、 「香はいみじうかうばしくて」という浮舟の姿や、梅の花の香りで「飽かざりしにおひ」を衣服に焚きしめた昔の恋人を思い出した浮舟 心情を描いて る。何より、浮舟 薫、匂宮三人の悲恋を物語った手習の巻は、二人の男性の名前 も表しているように、
（61） − 162 −
































かの須磨のころほひ所どころより奉りたまひけるもある中に、か 御手なるは、ことに結ひあ せてぞありける。みづからしおきたまひけることなれど、久しうなりにける世 ことと思すに
ただ今のやうなる墨つ




『源氏物語』幻の巻に源氏が口ずさむこととなる。紫上を失った源氏が俗世を捨てる時期が近づいたことを覚悟して、昔の手紙などを処理している時、亡くなった紫上を思い出して悲しんでいる場面である。 「破れば惜し」と思って残しておいた手紙を破って捨 る時、手紙をもらった当初の気持ちを思い出すという発想は、 『徒然草』第二十九段の「残し置かじと思ふ反古など破りすつる中に、亡き人の手習ひ、絵かきすさびたる見出でたるこそ、ただその折のここちすれ」とまさに一致している。そして 亡くなった故人の遺品だけではなく、久しく会っていない友人の手紙などを見ても、あはれ・悲しみの気持ちが湧いてくるという発想とそ 文章表現とも『枕草子』や『無名草子』からの投影が ら る
⑭。このような表現と場面の近似性から、 『白氏文集』の原典よりむしろ、 『寿命院抄』などの諸
古注から指摘され きた『源氏物語』幻 巻や『枕草子』 『無名草子』 、 して前節であげた『狭衣物語』というような王朝文学の世界がその発想の源であると考えられる。もちろん、
  その背後にさらに 「上陽白髪人」 のストーリー、




るやうにて、ふか 山の杉 梢に見えたる、木の間の影、うちしぐれたるむら雲がくれのほど、ま なくあはれなり。椎柴・白樫などの濡れたるやうなる葉 上にきらめきたるこそ、身にしみて、
心あらん友もがなと、






























































『徒然草』第二百三十五段は心の実体の有無について論じた章段である。狐・梟が住む荒れた家を描くために、本文中に直線で示した『白氏文集』 「凶宅」の一句を引用している。 『源氏物語』夕顔と蓬生の巻にこの詩句を踏まえた表現が見られることが 紫明抄』 『河海抄』などの古注釈に指摘されている。また、戸谷三都江氏（一九七四）と金文峰氏（二〇〇二）が前掲論文において論じられたように、波線で示した『徒然草』第二百三十五段 ほかの部分にも『源 物語』の影響 見られるなど、ここも『徒然草』が『源氏物語』の世界を通して、重層的に『白 文集』を受容し 一例である。なお、戸谷氏と金氏は 人凶非宅凶」という『文集』 「凶宅詩」の主題に注目して、第二百三十五段全体の構想にこ 白詩の影響影響が認められると指摘したが、戸谷氏も言及したように 第二百 十五段は家を例として心の問題を論じた仏教思想の 強 章段である。自己の内奥である心を問題とした『徒然草』第二百三十五段 、 「人凶」が国を滅ぼす原因にもなると諷諭した『白氏文集』 「凶宅詩」とは主題・構想 一致性を認めてよいだろうか。むしろ、 『源氏物語』にも引用された『白氏文集』の有名な表現を用いて、 独自の思想を述べたものと位置づけたほう 妥当ではなかろうか。
（65） − 158 −
『源氏物語』には、 『白氏文集』が多く引用されており、諷喩性などの思想を摂取した部分も見られるが、 『徒然草』に受容された『白氏文集』と『源氏物語』に受容された『白氏文集』が重なる八例を見ると、
 思想性の受容が見られ
















































るものである。さらに『千載佳句』 『和漢朗詠集』にも採られた白詩の一句「大抵四時心揔苦、 就中腸断是秋天」は「文集百首」に句題として選ばれている。 「文集百首」は建保六年（一二一八）に慈円・定家・寂身が『白氏文集』の詩
（67） − 156 −










































このように、 『徒然草』に受容された『白氏文集 の用例二十一箇所を分析した。その中、 『千載佳句』 『和漢朗詠集』
などの秀句撰の『文集』受容と重なるも が十二例、 『源氏物語』 『枕草子』などの王朝文学の『文集 受容と重なるものが八例、 和歌の『文集』受容と重なるものは同じ八例あり、 いずれも大き 比率を示しており、 『徒然草』の『氏文集』受容は、先行 古典作品に大いに依拠していることがわかる。また、 『白氏文集』 原典の 味や用法から離れて、白詩 表現だけを借用して独自 趣旨を述べ 方法や、和歌にお て定着 た表現或 は変容 た表現取り入 る方法が目立つ。そして、 徒然草』の『白氏文集』受容例を分析すると 漢朗詠集』とその古注や、 源氏物語』とその古注の『文集』理解に近いものが確認できる。つまり、 『徒然草』はこれら中間的媒体を通して『白氏文集』を理解し い 傾向 見られる。兼好が『徒然草』の文章 執筆する際、前述し 稲田利徳氏のご論考に
（69） − 154 −
指摘されたように、先行の古典作品を取り入れながらも、独自の意匠を凝らす傾向が見られる。 『白氏文集』を受容する時も、引用箇所は先行する日本の古典作品とほぼ重なるが、 『白氏文集』の原典だけではなく、それを受容した先行の古典文学作品の世界も投影させて、重層的な引用・享受方法となっている。このように、漢文脈の『白氏文集』の文章表現を和 脈に自然に織り成し、 『徒然草』本文の意趣に沿うように新たな文章を作り出したところに、兼好の意匠と筆力が認められよう。
さらに、 『徒然草』の『白氏文集』受容例を見ると、二十一箇所のうち、諷喩詩を九首摂取しているが、白詩の諷







































来異常なまでの盛行をみたが れは主として美的側面の愛好に るものであり、白氏の諷喩の精神 為政者への教訓として受け取り 謂わば教訓物語ともいうべきものに作り上げているのである」
⑰。 『徒然草』の『白氏文集』受





































⑦『徒然草』第十九段： 言ひつゞくれば、みな源氏物語・枕 子などにことふりにたれど、同じ事、また、今さらに言はじとにもあらず。 」⑧相田満「朗詠注釈の和漢―朗詠注釈開題考―」 『和漢古 学のオントロジ』勉誠出版
　
二〇〇七。
⑨稲田利徳「 『徒然草』と『無名草子』 」 論 笠間書院
　
二○○八
⑩伊藤正義・黒田彰・三木雅博 和漢朗詠集古注釈集成』 （大学堂 店一九八九）第二巻上の解題、注８の相田氏論文によると、国会図書館本『和漢朗詠注』
は見聞系朗詠注に属するもので その書写は寛永二一年（一六四四）であるが、見聞系朗詠注の成立は院政期以前に遡 るとされている。









一九七八。なお、 『紫明抄』 が大いに依拠した 光源氏物語抄』 （ 『異本紫明抄』 ） も同じ箇所に白詩を用いて注しているが、
「夕陽憂子孫」となっている（源氏物語古註釈叢刊『源氏釈・奥入・光源氏物語抄』武蔵野書院二〇〇九） 。⑭『枕草子』 （田中重太郎 校本枕冊子』古典文庫一 五六）能因本第二百二十一段に るかなるせかいにある人 、いみじくおぼつかなくいかならんとおもふに、文をみればただいまさしむかひたるやうにおぼゆる、いみじき事なりかし」とある。 『無名草子』 （新潮日本古典集成『無名草子』新潮社一九九二）に「つれづれなる折、昔の人の文見出でたるは、ただそ 折の心地して、いみじくうれしくこそおぼゆれ。まして亡き人などの書きたる物など見るは、いみじくあはれに、歳月の多く積りたるも、只今筆うち濡らして書きたるやうなるこそ、返す返すめでたけれ。たださし向ひたるほどの情けばかりにてこそ侍れ、これは、昔ながらつゆ変ることなきも、めで きことなり」とある。注９稲田氏の論文に詳しい
⑮『平家物語』巻七・青山の沙汰（新編日本古典文学全集『平家物語 小学館一九九四）に「村上の聖代応和のころほひ、
三五夜中新月の色、 白くさえ、 涼風颯々
たりし夜牛に、帝清涼殿 して玄象をぞ遊ばされける時に影の如く る者御前に参じて優にけだ き声を以て唱歌をめだたうつかまつる あ 増鏡』新










参考文献『徒然草』 本文は烏丸本を底本とした三木紀人 『徒然草全訳注』 （講談社一九九二） による。正徹本を底本とした久保田淳校注新日本古典文学大系 『方丈記・徒然草』（岩波書店一九八九）を参考。
  
『白氏文集』本文と詩番号は那波本を底本とした平岡武夫・今井清『白氏文集歌詩索引』 （同朋舎一九八九）による。南宋紹興本を底本とした謝思煒『白居易






















もがな」は影響を受けていることが全く間違いないが、 「紅葉散らしかけなど」や「ありつる苔のむしろに」は話中の坊主たちのいたずらであり、 『白氏文集』の影響と考えるのは難しくないかと指摘した。発表者は、 『徒然草』に引用される 詩文を辿ることは非常に難しいことを認めた上で、今回挙げた例は全て古注釈で指摘されたものであると補足した。仮に『白氏文集 の句を念頭において紅葉と苔を話の舞台 設けたのならば興味深いと考えて例示した 回答した。村尾氏からパロディ的な面白さの意かとの確認があり、発表者はそれ 肯んじた。
楊暁捷氏は、漢籍を受容すること自体 格好良さという側面もあり、パロディ的側面もあることを踏まえると、語彙レベルのみの追求には自ら限界が り、
語彙以上の遊び、格好良さ、捻りの検証が次の課題になるのでは かと指摘した。それに対して発表者は、 『徒然草』全体の思想およびその『白氏文集』との共通性に関わる課題として向き合ってゆきた 回答した。

